
 

影響度による区分 

 

Ⅰ 数値の誤りも利用上の支障も生じない場合 

Ⅱ 数値の誤りは生じていないが、利用上の支障を来す場合 

Ⅲ 利用上重大な影響は生じないと考えられる数値の誤り 

Ⅳ 利用上重大な影響が生じると考えられる数値の誤り 

 
※「利用上重大な影響」とは、数値の誤りが発生した箇所が、 
・ＳＮＡ、ＱＥその他重要な統計を作成する際の主要な材料 
・国が交付する給付金等の金額の算定根拠 
・重要な政策の立案・実施の根拠 
・民間企業等の重大な意思決定の根拠 
として 直接的に用いられている場合（参考資料にとどまる場合は除く）

で、誤りの内容がそれらの作成・決定内容に影響（軽微な場合は除く）

を及ぼす可能性があると思われる場合 
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＜部会長試案＞ 


